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① 文「S」は、Pを意味する。 （M文） 
   ② 文「S」が真であるのは、Pの場合その場合に限る。 （T文） 
我々はM文が与えられたら、そのM文からT文をつくることができる。しかし、逆の書き換えが常に
出来るとはかぎらない。次の⑥から⑤をつくっても、M文⑤は成り立たない。 













































































































































































































像は、大筋の特徴において(in its large features)、世界に関して真でなければならない。このこ
とから、言語の大筋の特徴が明らかにされるならば、実在の大筋の特徴も明きらかとなる、
ということが帰結する。形而上学を追求する一つの道は、それゆえ、我々の言語の一般的構
造を研究することである。」（214、訳文変更） 
これを整理すると次のようになる。 
前提１＜言語を共有することは、世界の猫像を共有することである＞ 
前提２＜共有された世界の猫象は、大筋の特徴において真でなければならない＞ 
帰結１＜言語の大筋の特徴をあきらかにすることは、世界（実在）の大筋の特徴を明らかにするこ
とである＞ 
帰結２＜言語の一般的構造の研究は、形而上学の一方法である＞ 
  
■知識論 
彼は真理と知識の整合説を主張するのだが、それと対応説は両立すると考える。個々の文と実在と
の対応を正当化することは出来ないが、整合的な信念の体系が全体としておおよそ実在と対応する
という「照合なき対応」説を主張する。（参照、論文「真理と知識の整合説」） 
 
 
 
 
